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手
元
に
、
昭
和
50
年
に
発
行
さ

れ
た
「
伊
那
営
林
署
の
歩
み
」
と

い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
伊
那
営
林

署
は
現
在
の
伊
那
市
長
谷
に
あ

る
国
有
林
、
お
よ
そ
２
万
ha
を
管

轄
し
、
昭
和
40
年
頃
の
最
盛
期
に

は
主
伐
で
６
万
立
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
出
材
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
。

　
い
ま
下
伊
那
も
含
め
た
伊
那

谷
流
域
の
国
有
林
７
万
ha
の
管

轄
は
、
南
信
森
林
管
理
署
に
統
合

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
カ
ラ
マ
ツ
な
ど

の
間
伐
で
３
万
立
方
メ
ー
ト
ル

程
度
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
本
を
見
る
と
最
盛
期

の
大
規
模
な
伐
出
の
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
昭
和
初
期
ま
で
の
集
材
（
伐
採

場
所
か
ら
山
土
場
へ
）、
運
材
（
山

土
場
か
ら
営
林
署
土
場
や
木
材

市
場
へ
）
は
、
丸
太
の
枕
木
を
敷

い
た
道
の
上
を
、
そ
り
に
乗
せ
た

材
木
を
人
力
で
引
き
下
ろ
す
木

馬
（
き
う
ま
、
き
ん
ま
）
や
、
斜

面
に
丸
太
を
樋
状
に
敷
き
、
材
木

を
滑
ら
せ
下
ろ
す
修
羅
（
し
ゅ

ら
、
す
ら
）、
あ
る
い
は
木
曽
節

や
伊
那
節
に
唄
わ
れ
る
河
下
り

（
筏
流
し
）
な
ど
、
自
然
の
力
を

利
用
し
、
そ
れ
に
人
力
や
時
に

牛
馬
の
力
を
あ
わ
せ
た
集
運
材

が
主
流
で
し
た
。
い
ず
れ
も
相

当
に
危
険
で
、
命
が
け
の
仕
事

で
し
た
。

　
昭
和
18
年
に
は
戸
台
谷
（
三

峰
川
支
流
の
小
黒
川
流
域
）
に

勾
配
30
度
、
全
長
５
０
０
ｍ
、
高

低
差
２
５
０
ｍ
（
形
状
は
30
度
、

60
度
の
三
角
定
規
で
す
ね
）
の

大
規
模
な
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
が
造

ら
れ
て
い
ま
す
。
谷
越
え
の
巨

大
な
滑
り
台
の
よ
う
な
も
の
で
、

そ
こ
を
５
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
材
を
積
ん
だ
木
馬
が
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
比
で

は
な
い
迫
力
で
滑
り
降
り
て

い
っ
た
、

と
い
う
記

述
も
あ
り

ま
す
。
谷

の
最
深
部

は
53

ｍ
、

支
柱
は
丸

太
を
12
段

に

組

ん

だ
、
東
洋

一
と
い
う

代
物
だ
っ

た
よ
う
で

す
が
、
残

念
な
が
ら

翌
年
そ
の

支
柱
の
一

本
が
一
個

の
落
石
に

払
わ
れ
、

こ
の
巨
大
な
滑

り
台
は
一
瞬
の

う
ち
に
壊
れ
て

し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

　
時
を
前
後
し

て
昭
和
14
年
、

森
林
鉄
道
が
着

工
し
、
営
林
署

土
場
ま
で
の
運

材
の
主
流
と
な

り
ま
し
た
。
こ

れ
は
路
線
が
水

害
で
大
打
撃
を

受
け
、
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
る

昭
和
36
年
ま
で
続
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
伊
那
営
林
署
に
集
材
機
が
導
入

さ
れ
た
の
も
昭
和
16
年
頃
で
し

た
。
集
運
材
に
エ
ン
ジ
ン
付
き
の

機
械
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
三
峰
川
支
流
の
丸
山
谷

に
張
ら
れ
た
索
道
は
全
長
３
４
０

０
ｍ
に
達
し
、
途
中
、
荒
川
と
の

合
流
点
付
近
に
は
内
角
１
０
０
度

の
カ
ー
ブ
も
設
置
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
処
々
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真

か
ら
は
、
大
掛
か
り
な
集
材
の
様

子
の
中
に
、
当
事
の
林
業
の
活
気

が
感
じ
ら
ま
す
。
そ
れ
に
携
わ
る

人
々
は
重
労
働
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
み
な
明
る
い
表
情
を
し
て
い

ま
す
。

　
ち
な
み
に
こ
の
営
林
署
に
３
年

の
試
験
期
間
を
経
て
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
が
本
格
導
入
さ
れ
た
の
が
、

昭
和
30
年
の
こ
と
で
し
た
。
60
年

近
く
経
っ
た
今
で
も
、
ハ
ー
ベ
ス

タ
な
ど
の
高
性
能
林
業
機
械
が

出
現
し
て
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
伐
採
の
主
流
は
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
あ
り
、
そ
し
て
後
工
程
の

集
材
や
運
材
の
大
変
さ
は
今
も

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
集
材
の
都

合
を
考
え
て
伐
倒
し
、
枝
払
い

し
、
造
材
を
す
る
後
工
程
を
考
え

た
作
業
の
大
切
さ
は
今
も
昔
も

同
じ
で
す
。
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
集
材
方
法
の
説
明

と
ウ
ィ
ン
チ
の
扱
い
、
合
図

に
つ
い
て
説
明
の
後
、
ア
ヤ

メ
園
横
の
現
場
へ
。
今
日
は

藤
沢
川
林
道
が
通
行
可
。
午

前
中
は
各
班
、
間
伐
の
続
き
。

約1立方の材を積んで林道脇の土場へ

キャタトラのウィンチ操作は割と簡単

フェリングレバーを差し込んでその下を切る
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八
月
二
十
五
日
、
帰
り
の
高
速

バ
ス
の
中
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

操
作
し
て
い
る
、
う
ら
若
き
女
性

の
隣
で
、
陽
が
沈
む
伊
那
の
町
を

見
な
が
ら
考
え
た
。

　
陽
が
沈
む
と
、
き
ち
ん
と
夜
に

な
る
な
。
東
京
は
あ
い
ま
い
で
、

夜
が
暗
く
な
ら
な
い
な
。
カ
ー
テ

ン
閉
め
な
き
ゃ
街
灯
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
外
階
段
の
非
常
灯
が

明
る
く
て
眠
れ
な
い
な
。
日
の
出

も
ビ
ル
の
陰
か
ら
ぼ
ん
や
り
で
、

い
つ
の
間
に
か
、
朝
だ
な
。
こ
う

い
う
ズ
レ
の
よ
う
な
も
の
が
積

み
重
な
っ
て
、
人
の
心
を
少
し
ず

つ
狂
わ
せ
て
い
る
の
か
な
、
と
。

窓
の
外
を
見
な
が
ら
ブ
ツ
ブ
ツ

言
っ
て
、
ノ
ー
ト
に
何
や
ら
書
き

込
む
私
を
、
お
隣
さ
ん
は
さ
ぞ
や

奇
妙
に
感
じ
た
ろ
う
。
い
や
、
関

心
な
い
か
。（
彼
女
は
新
宿
ま
で

の
三
時
間
半
、
ス
マ
ホ
の
画
面
を

見
続
け
た
！
教
え
て
あ
げ
た
い
、

な
く
し
て
は
じ
め
て
気
付
く
親

の
あ
り
が
た
み
と
視
力
の
こ
と

を
。）

　
充
実
感
で
一
杯
の
森
林
塾
の

帰
り
道
を
ム
ダ
に
し
た
く
な
く

て
、
睡
魔
と
戦
い
な
が
ら
、
い
つ

も
あ
れ
こ
れ
考
え
過
ご
し
て
い

る
、
今
回
は
原
稿
の
こ
と
を
。
森

林
塾
へ
と
向
か
っ
た
、
い
き
さ
つ

を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
東
京
下
町
の
生
ま
れ
、

下
町
育
ち
で
、
自
然
と
は
無
縁
の

生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
近
所

に
上
野
の
山
は
あ
り
ま
す
が
、
山

と
は
名
ば
か
り
で
、
そ
の
昔
、
山

だ
っ
た
公
園
で
す
。
そ
ん
な
私
が

自
然
へ
目
を
向
け
始
め
た
の
は

本
か
ら
な
の
で
す
。
大
江
健
三
郎

氏
の
本
の
中
に
現
れ
る
、
四
国
の

深
い
森
の
イ
メ
ー
ジ
、「
自
然
と

の
共
生
」
と
い
う
言
葉
。
そ
の
頃

か
ら
、
東
京
が
捨
て
て
し
ま
っ
た

も
の
の
こ
と
や
間
違
え
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
お
膳
立
て
し

て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
の
中
で

生
活
し
て
い
る
と
い
う
底
の
浅
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時時時時時
　
昼
食
。

1313131313
時時時時時
　
小
泉
班
か
ら
、「
ひ
っ
ぱ

り
だ
こ
」
の
集
材
。
先
山
さ
ん

は
「
引
け
!!
」「
止
め
ろ
!!
」

「
緩
め
ろ
!!
」
の
合
図
を
は
っ

き
り
と
指
示
し
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
伝
え
る
こ
と
。

1616161616

時時時時時
　
現
地
終
了
。
小
屋
に

戻
っ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
お

掃
除
と
目
立
て
。

1717171717
時時時時時
　
解
散
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

88888
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夕
方
の
予
定

の
都
合
で
「
か

ん
て
ん
ぱ
ぱ
」

の
駐
車
場
に

集
合
。
こ
こ
伊

那
食
品
工
業

（
株
）
さ
ん
の

庭
は
い
つ
来

て
も
き
れ
い

で
気
持
ち
が

良
い
。
分
乗
し

て
同
じ
ア
ヤ

メ
園
横
の
現

場
へ
。
午
前
中

は
小
泉
班
が

キ
ャ
タ
ト

ラ
で
集
材

を
行
う
。

1212121212
時時時時時
　
昼

食
。
大
澤

さ
ん
か
ら

冷
た
い
梅

ジ

ュ

ー

ス
、
板
山

さ
ん
か
ら

冷
や
し
た

ト
マ
ト
の
差
し
入
れ
。
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時時時時時
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午
後
の
部
。
今
度
は

大
野
班
が
キ
ャ
タ
ト
ラ
に
て

作
業
。
集
材
を
行
っ
て
初
め

て
、
枝
払
い
の
不
備
や
、
高
切

り
を
し
て
邪
魔
な
切
り
株
に

気
が
付
く
。
常
に
先
を
考
え

た
仕
事
を
し
た
い
も
の
だ
。

1515151515
時時時時時
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現
地
終
了
。
伊
那
市

高
遠
の
（
株
）
Ｄ
Ｌ
Ｄ
に
向
か

う
。
専
門
コ
ー
ス
で
倒
し
た

材
を
あ
ら
か
じ
め
45
cm
に
玉

切
っ
て
、
軽
ト
ラ
で
5
台
分

納
入
し
て
あ
り
、
木
平
さ
ん
、

高
橋
さ
ん
の
説
明
を
お
聞
き

し
た
後
、
材
積
計
算
に
か
か

る
。
45
cm
材
だ
と
７
０
０
０

円
で
引
き
取
っ
て
も
ら
え
、

３
立
方
強
で
２
万
１
０
０
０

円
く
ら
い
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
間
伐
材
を
有
効
利
用
す
る

ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
薪

材
を
出
荷
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

体
験
し
て
み
た
。
良
い
材
は

建
築
材
と
し
て
、
そ
し
て
そ

の
残
り
を
チ
ッ
プ
や
薪
材
と

し
て
売
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

利
益
を
得
る
有
用
な
手
段
で

す
。
地
元
に
薪
材
の
受
け
皿

が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。

1717171717
時時時時時
4040404040
分分分分分
　
解
散
。

参
加
者
／
飯
塚
さ
ん
、
和
泉
さ

ん
、
板
山
さ
ん
、
大
澤
さ
ん
、

金
子
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
佐
々

木
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、
藤
田
さ

ん
、
湯
澤
さ
ん
、
熊
木
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
小
泉
、

松
岡

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
十
一

第
十
一

第
十
一

第
十
一

第
十
一
・・・・・
十
二
回

十
二
回

十
二
回

十
二
回

十
二
回
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土
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土
）

　
見
学

　
見
学

　
見
学

　
見
学

　
見
学

　
14
日
午
前
中
は
有
賀
建
具

店
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
長
野
県
認
定
の
マ
イ
ス

タ
ー
で
あ
る
親
方
の
お
話
は

大
変
面
白
い
。
午
後
は
長
野

県
森
林
組
合
連
合
会
の
木
材

市
場
、
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー

に
お
邪
魔
し
ま
す
。
材
木
の
相

場
を
決
め
る
「
競
り
」
も
体
験
で

き
る
か
も
。
8
時
20
分
山
小
屋

集
合
。
翌
15
日
は
大
町
市
の
山

林
見
学
で
す
。
香
山
さ
ん
率
い

る
「
山
仕
事
創
造
舎
」
の
施
業
し

た
山
林
と
、
広
葉
樹
施
業
で
は

知
る
人
ぞ
知
る
荒
山
林
業
の
山

林
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

伊
那
か
ら
の
方
は
7
時
50
分
信

州
大
学
農
学
部
駐
車
場
集
合
。

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
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（
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（
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土
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〜
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（
木
〜
土
）

（
木
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土
）

　
少
し
傾
斜
の
あ
る
ア
カ
マ
ツ

林
で
の
伐
倒
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
道
具
を
駆
使
し
、
い
か
に
安

全
で
省
力
的
な
伐
倒
が
で
き
る

か
の
設
計
と
実
践
。
初
日
は
山

小
屋
に
8
時
20
分
集
合
。

第
十
三

第
十
三

第
十
三

第
十
三

第
十
三
・・・・・
十
四
回

十
四
回

十
四
回

十
四
回

十
四
回

　　　　　
1010101010
月月月月月
1919191919
・・・・・
2020202020
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金･･ ･･･

土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
林
道
設
計

　
林
道
設
計

　
林
道
設
計

　
林
道
設
計

　
林
道
設
計
・・・・・
保
科
先
生
の
山

保
科
先
生
の
山

保
科
先
生
の
山

保
科
先
生
の
山

保
科
先
生
の
山

林
見
学
＋
枝
打
ち

林
見
学
＋
枝
打
ち

林
見
学
＋
枝
打
ち

林
見
学
＋
枝
打
ち

林
見
学
＋
枝
打
ち

　
林
道
が
一
本
入
っ
た
だ
け
で
、

山
が
身
近
に
な
っ
て
き
ま
す
。

測
量
し
林
道
の
ル
ー
ト
を
設
計
。

　
も
う
一
日
は
伊
那
市
長
谷
の

保
科
先
生
が
育
て
ら
れ
て
い
る

カ
ラ
マ
ツ
林
の
見
学
と
ヒ
ノ
キ

の
枝
打
ち
実
践
で
す
。
日
本
が
世

界
に
誇
る
保
科
カ
ラ
マ
ツ
林
は

一
見
の
価
値
あ
り
。

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

　　　　　
1010101010
月月月月月
2626262626
〜〜〜〜〜
2828282828
日日日日日
（
金
〜
日
）

（
金
〜
日
）

（
金
〜
日
）

（
金
〜
日
）

（
金
〜
日
）

　
森
林
塾
の
エ
キ
ス
を
集
め
た

三
日
間
で
す
。
森
林
の
現
況
調
査

（
測
樹
）
か
ら
込
み
具
合
判
定
の

施
業
診
断
、
そ
し
て
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
っ
た
実
際
の
間
伐
、
さ

ら
に
簡
易
ウ
ィ
ン
チ
で
簡
単
な

集
材
を
行
う
予
定
で
す
。

　
参
加
者
募
集
中
。

受け口の方向をしっかり確認

薪の海の中、木平さんのお話を聞く

先山さんはオペレーターにはっきり分かる合図を
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Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
受
講
が
２
回

目
と
な
っ
た
の
は
「
測
樹
の
必
要

性
」
を
強
く
意
識
し
た
か
ら
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
従
来
か
ら
植
樹
・

下
草
刈
り
・
枝
打
ち
・
間
伐
な
ど

山
へ
の
一
連
の
手
入
れ
を
経
験

し
て
き
ま
し
た
が
、
計
画
済
み
の

プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
き
た
に
過

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
で
も
近
年

山
の
荒
廃
が
叫
ば
れ
、
手
遅
れ
で

「
待
っ
た
な
し
」
と
い
わ
れ
る
森

林
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら

間
伐
に
関
心
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
私
が
暮
ら
す
神
奈
川
県
で
は

県
土
の
40
％
と
森
林
比
率
が
低

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
荒
廃
し
た

森
林
は
３
万
４
０
０
０
ha
（
36

％
）
で
森
林
へ
の
手
入
れ
が
急
務

で
あ
る
と
さ
れ
、
各
地
で
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
近

隣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
は

自
分
が
暮
ら
す
地
元
「
湯
河
原
」

は
ど
う
か
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。

　
箱
根
外
輪
山
に
囲
ま
れ
風
光

明
媚
な
地
元
「
湯
河
原
」
は
水
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
手
入
れ
の
行
き
届
か
な

い
林
地
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
今
は

豊
富
な
水
に
恵
ま
れ
、
何
不
自
由

の
無
い
暮
ら
し
が
で
き
て
い
る

町
民
で
あ
る
自
分
に
と
っ
て
、
将

来
も
限
り
な
く
保
証
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前

か
ら
「
阪
神
大
震
災
」
の
こ
と
が

気
に
掛
か
り
、
事
が
起
き
た
時
は

「
ま
ず
は
水
！
」
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ま
た
関
東
大
震
災
当
時
と
比

べ
地
元
人
口
は
２
・
８
倍
、
世
帯

数
は
８
倍
に
も
増
加
し
た
現
在
、

来
る
大
震
災
に
は
甚
大
な
被
害

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
共
助
・
公
助

と
い
う
前
に
ま
ず
自
助
（
自
ら
の

身
体
・
命
は
自
ら
が
守
る
）
と
い

う
防
災
の
基
本
か
ら
足
固
め
す

る
こ
と
が
大
切
だ
、
と
い
わ
れ
て

か
ら
久
し
い
も
の
の
、
な
か
な
か

定
着
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が

現
実
で
す
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
か

ら
防
災
と
相
俟
っ
て
「
自
分
た
ち

の
水
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
自
助
か
ら
、
地
元
で
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　
財
産
区
な
ど
入
会
地
的
な
性

格
の
強
か
っ
た
昔
は
、
多
く
の
先

人
が
「
自
分
た
ち
の
山
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
自
然
の
気
持

ち
で
山
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
日

常
生
活
と
の
関
わ
り
が
薄
れ
て

し
ま
っ
た
現
在
、
採
算
の
合
わ
な

い
山
へ
の
魅
力
を
失
わ
せ
て
い

ま
す
。
大
地
震
と
い
う
突
然
の
脅

威
に
備
え
る
こ
と
も
大
切
で
す

し
、
日
々
享
受
し
て
い
る
「
水
」

へ
思
い
を
馳
せ
る
な
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
限
界
か
ら
微
々

た
る
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
ら

を
納
得
さ
せ
充
実
感
を
高
揚
さ

せ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
回
の
受
講
は
、
地
元
で
の
活

動
を
始
め
て
か
ら
３
年
近
く
な

り
、
従
来
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
や
り
残
し
た
「
土
砂
流
出
防

備
保
安
林
」
内
の
対
象
木
を
間
伐

し
て
き
た
も
の
の
、
対
象
木
の
整

理
が
全
て
完
了
し
た
た
め
今
年

度
か
ら
は
新
た
に
「
測
樹
」
が
必

要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の

理
由
で
す
。
一
年
前
に
受
講
し
た

「
測
樹
」
の
理
論
・
実
習
も
す
っ

か
り
忘
れ
て
し
ま
い
受
講
時
の

資
料
を
取
り
出
し
、
活
動
フ
ィ
ー

ル
ド
で
20
ｍ
四
方
の
ス
ポ
ッ
ト

を
設
定
し
「
胸
高
直
径
・
本
数
」

を
「
森
林
診
断
書
」
に
記
録
、
ま

た
「
樹
高
」
は
昨
年
の
間
伐
実
績

デ
ー
タ
か
ら
そ
の
平
均
値
か
ら

推
定
し
「
上
層
樹
高
」
は
上
位
三

分
の
一
を
採
用
し
て
み
ま
し
た
。

し
か
し
理
解
不
足
ば
か
り
で
、
曲

リレー通信
「「「「「私私私私私にににににとととととっっっっってててててののののの森森森森森林林林林林
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さ
を
感
じ
て
い
た
の
で
す
。
し
か

し
、
東
京
を
全
否
定
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
小
唄
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。
そ
の
道
の
素
晴

ら
し
い
師
匠
と
出
会
い
、
唄
の
こ

と
以
外
に
も
、
歌
舞
伎
の
こ
と
、

踊
り
の
こ
と
、
落
語
の
こ
と
…
た

く
さ
ん
の
芸
事
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
し
か
得
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
だ
け
れ
ど

も
、
東
京
に
暮
ら
す
こ
と
に
違
和

感
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
あ
る
大
江
氏
の
講
演

会
で
の
事
。
質
疑
応
答
の
時
間

に
、
東
京
に
生
ま
れ
育
ち
自
然
と

の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
な
い

と
話
し
た
青
年
に
大
江
氏
は
「
自

然
は
い
つ
で
も
あ
な
た
に
開
か

れ
て
い
ま
す
。」
と
語
り
ま
し
た
。

私
は
本
屋
へ
行
き
ま
し
た
。
ア
ウ

ト
ド
ア
の
棚
、
違
う
な
、
山
登
り

の
棚
、
違
う
な
、
そ
し
て
林
業
の

一
角
で
、
島
﨑
先
生
の
本
と
出

会
っ
た
の
で
す
。
そ
の
本
は
、
山

の
現
状
を
伝
え
る
深
刻
な
内
容

で
し
た
。
け
れ
ど
そ
の
穏
や
か
な

語
り
口
は
、
山
の
魅
力
を
静
か
に

伝
え
て
、
漠
然
と
し
て
い
た
自
然

に
対
す
る
思
い
を
具
体
的
に
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
す
ぐ
に
森
林
塾
へ
の

参
加
が
で
き
ず
、
そ
の
う
ち
に
震

災
が
起
こ
り
、
原
発
事
故
。
も
う
、

生
活
の
仕
方
を
見
直
さ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
な
っ
て
ゆ
き
ま

し
た
。
反
原
発
の
大
会
で
福
島
の

女
性
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
私

た
ち
は
何
気
な
く
差
し
込
む
コ

ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
の
世
界

を
、
想
像
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
略
）
さ
さ
や
か
で
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
大
事
に
使
い
、
工
夫
に

満
ち
た
、
豊
か
で
創
造
的
な
暮
ら

し
を
紡
い
で
い
き
た
い
で
す
。」

と
。
私
は
や
っ
と
分
か
り
ま
し

た
。
東
京
で
暮
ら
す
こ
と
の
違
和

感
と
は
、
生
き
る
知
恵
を
持
た
な

く
て
い
い
の
か
と
い
う
焦
り

だ
っ
た
の
で
す
。
自
ら
の
手
で
、

知
恵
で
、
自
分
を
生
か
す
も
の
の

基
本
的
な
も
の
を
何
ひ
と
つ
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
何
が

豊
か
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
、
こ

ち
ら
へ
参
加
し
た
理
由
で
す
。

　
森
林
塾
の
先
生
方
は
、
生
き
る

知
恵
に
満
ち
て
い
て
、
私
の
思
う

豊
か
さ
を
地
で
行
く
方
々
で
す
。

幸
せ
な
出
会
い
で
す
。
森
林
塾
は

理
屈
ぬ
き
に
楽
し
い
で
す
。
ほ
と

ん
ど
、
う
か
れ
気
分
で
参
加
し
て

い
ま
す
。
山
に
入
る
と
小
躍
り
し

そ
う
に
な
り
ま
す
。
地
に
足
が
つ

い
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
、
先
生

の
話
を
一
生
懸
命
聞
い
て
も
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
つ
手
に
力

は
入
り
、
ツ
ル
は
な
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
覚
え
た
い
、
知
り

た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

山
の
仕
事
は
危
険
の
伴
う
作
業

だ
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

先
生
方
は
、
ち
ょ
っ
と
空
を
見
上

げ
た
の
か
な
と
い
う
間
に
た
く

さ
ん
の
情
報
を
捉
え
、
先
の
こ
と

を
幾
通
り
も
想
定
し
ま
す
。
洗
練

さ
れ
た
、
無
駄
の
な
い
動
き
に
感

動
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。
地
下

足
袋
履
い
た
く
ら
い
で
、
は
し
ゃ

い
で
ス
キ
ッ
プ
し
て
る
場
合

じ
ゃ
な
い
で
す
。
私
の
部
屋
は
偽

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
、
注
意
書
き
に

雑
巾
が
け
し
て
は
い
け
な
い
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
島
﨑
先
生
の

山
小
屋
に
宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ

く
夜
は
、
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
と
リ
ズ

ム
よ
く
雑
巾
が
け
を
す
る
の
が

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
木
の
家

は
な
ぜ
こ
う
も
人
を
幸
せ
に
す

る
の
で
し
ょ
う
。

　
山
は
た
く
さ
ん
の
人
手
を

待
っ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
間

伐
の
後
、
で
き
た
空
間
を
斜
め
に

差
す
光
は
美
し
く
、
私
の
す
べ
き

こ
と
が
必
ず
あ
る
と
信
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
出
会
い
に
感
謝
し

て
、
自
然
に
も
感
謝
し
て
、
私
は

来
月
も
通
い
ま
す
。
地
に
足
つ
け

て
、
工
夫
に
満
ち
た
豊
か
な
暮
ら

し
を
し
て
い
る
自
分
を
想
像
し

な
が
ら
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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正
直
言
っ
て
国
民
の
多
く
は
、

昨
今
の
国
有
林
の
事
ど
も
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
が
無
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
明
治
の
初
期
、
近
代
化
が
進
め

ら
れ
る
中
で
、「
廃
藩
置
県
」
に

伴
っ
て
、
そ
れ
ま
で
天
領
あ
る
い

は
藩
有
な
ど
で
あ
っ
た
山
林
は

「
官
民
有
区
分
」
な
る
制
度
設
定

に
よ
り
官
有
林
と
民
有
林
と
に

区
分
さ
れ
る
事
と
な
り
、
官
有
林

に
は
国
が
直
接
管
理
す
る
一
般

国
有
林
の
他
に
皇
室
財
産
た
る

「
御
料
林
」
が
含
め
ら
れ
て
い
た
。

な
お
民
有
林
に
は
都
道
府
県
あ

る
い
は
市
町
村
・
財
産
区
な
ど

に
所
属
す
る
い
わ
ゆ
る
「
公
有

林
」
と
、
個
人
や
任
意
団
体
（
会

社
、
社
寺
、
部
落
、
組
合
な
ど
）

な
ど
が
所
有
す
る
「
私
有
林
」
と

に
仕
分
け
ら
れ
た
。

　
以
降
、
激
動
の
明
治
・
大
正
・

昭
和
期
を
経
る
間
、
官
有
林
は
終

戦
後
の
昭
和
22
年
、
御
料
林
制
度

を
廃
止
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
林
政

統
一
」
に
よ
っ
て
国
有
林
に
一
本

化
し
、
林
野
庁
が
国
有
林
野
事
業

と
し
て
一
元
的
に
管
理
経
営
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
経
営
収
支
は

独
立
採
算
制
に
よ
る
特
別
会
計

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
国
有
林
野
は
主
に
中
部
山
岳

地
域
以
北
の
奥
地
脊
梁
山
地
や

水
源
地
域
を
中
心
に
広
く
分
布

し
て
お
り(

国
土
の
２
割
、
森
林

面
積
の
３
割)

、
豊
か
な
基
本
財

産
の
備
蓄
と
計
画
的
な
林
産
物

収
入
の
取
得
を
通
し
て
国
民
生

活
の
安
全･

安
心
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
50
年
頃
を
境

に
、
安
価
で
品
揃
え
さ
れ
た
厖
大

量
の
外
材
攻
勢
や
、
経
営
収
支
の

悪
化
を
補
填
す
る
た
め
の
過
伐

の
累
積
、
経
営
体
質
改
善
の
大
幅

手
遅
れ
な
ど
複
雑
な
理
由
が
重

な
っ
て
経
営
収
支
は
悪
化
の
一

途
を
辿
り
、
平
成
10
年
に
は
、
累

積
債
務
は
３
兆
８
０
０
０
億
円

に
も
及
び
、
抜
本
的
な
改
革
を
図

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
３
兆
８
０
０
０
億
円
の
う

ち
２
兆
８
０
０
０
億
円
を
一
般

会
計
に
引
継
ぎ
、
残
り
約
１
兆
円

は
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
が

承
継
す
る
こ
と
と
し
、
一
般
会
計

か
ら
利
子
の
補
給
を
受
け
つ
つ
、

林
産
物
の
販
売
や
所
管
の
土
地

売
り
払
い
の
推
進
に
よ
り
収
入

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職

員
数
の
適
正
化
、
直
営
事
業
の
民

間
委
託
化
に
よ
り
人
件
費
や
事

業
費
の
縮
減
に
努
め
て
き
た
。

　
そ
の
実
績
は
、
昭
和
50
年
代
に

は
職
員
数
８
万
人
を
抱
え
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
近
か
っ
た
直
営
事
業

体
制
は
、
平
成
10
年
に
は
１
万
４

０
０
０
人
、
事
業
の
民
間
委
託
率

75
％
、
平
成
22
年
に
は
職
員
数
５

４
０
０
人
、
民
間
委
託
率
１
０
０

％
と
い
う
大
変
革
で
あ
っ
た
。

　
今
後
の
国
有
林
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
行
政
刷
新

会
議
や
林
政
審
議
会
等
で
懸
命

な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

木
材
需
要
総
体
が
低
落
す
る
中

で
な
お
外
材
主
導
の
供
給
体
制

が
続
い
て
い
る
こ
と
、
国
内
森
林

資
源
が
本
格
的
な
成
熟
期
を
迎

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
伐

出
収
支
も
償
え
な
い
よ
う
な
低

材
価
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
の
事
態
を
勘
案
す
る
と
、
経

営
収
支
の
大
幅
な
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
化
に
起
因
す
る
国
有
林
経
営

の
建
て
直
し
は
ほ
と
ん
ど
不
可

能
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
？

　
　
　
　
　
　〈
島
﨑
　
洋
路
〉

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
や
は
り
今
年
の
伊
那
市
界
隈

の
８
月
は
、
２
０
１
０
年
を
凌
ぐ

暑
さ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
雨
も
少

な
く
、
お
か
げ
で
我
が
家
の
家
庭

菜
園
の
ト
マ
ト
も
豊
作
で
し
た
。

次
は
秋
野
菜
の
準
備
で
す
。

”””””島さん”島さん”島さん”島さん”島さん”ののののの
　　　　言挙げす　　　　言挙げす　　　　言挙げす　　　　言挙げす　　　　言挙げす

◆コラム◆◆コラム◆◆コラム◆◆コラム◆◆コラム◆

が
り
な
り
に
も
作
っ
て
み
た
「
森

林
診
断
書
」「
地
位
指
数
曲
線
図
」

｢
林
分
密
度
判
定
図｣

に
自
信
も

な
く
、
森
林
塾
へ
幾
度
と
な
く
教

え
を
請
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
有
林
で
あ
る

従
来
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
今
年

度
活
動
が
認
可
さ
れ
、「
土
砂
流

出
防
備
保
安
林
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
県
の
窓
口
へ
受
理
申
請
に
赴

い
た
と
こ
ろ
、
現
地
を
確
認
し
た

い
と
の
意
向
で
し
た
。
県
は
現
地

を
確
認
し
た
結
果
、
過
去
二
年
間

の
間
伐
実
績
か
ら
「
保
安
林
と
し

て
は
す
で
に
適
正
で
あ
る
」
と
し

現
状
維
持
と
結
論
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
隣
接
す
る
林
分
は
ど

う
な
の
か
、
と
県
は
町
と
直
接
話

し
合
い
、
そ
の
結
果
、
日
を
改
め

県
職
員
４
名
の
方
が
湯
河
原
を

訪
れ
、
一
日
が
か
り
で
測
量
し
４

ha
余
り
の
林
分
を
新
た
な
活
動

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
確
定
し
て

く
れ
ま
し
た
。
更
に
２
日
後
に
は

県
で
測
量
デ
ー
タ
を
落
と
し
込

ん
だ
図
面
を
前
に
、
今
年
度
の
活

動
範
囲
を
当
方
の
要
望
を
汲
み
、

年
度
別
に
線
引
き
す
る
運
び
と

な
り
、
今
年
度
の
活
動
フ
ィ
ー
ル

ド
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
県
に
よ
る

強
力
な
支
援
と
な
っ
た
の
は
、
添

付
し
た
「
年
度
計
画
書
」
だ
け
で

な
く
、
森
林
塾
で
学
び
再
三
再
四

ご
教
示
い
た
だ
い
た
「
森
林
診
断

書
」「
地
位
指
数
曲
線
図
」｢

林
分

密
度
判
定
図｣

を
「
受
理
申
請
書
」

と
も
に
提
示
し
た
こ
と
で
、
活
動

内
容
に
信
頼
を
得
た
こ
と
に
よ

る
も
の
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
神

奈
川
県
で
は
す
で
に
「
か
な
が
わ

森
林
再
生
50
年
構
想
」
を
基
に

「
か
な
が
わ
水
源
環
境
保
全
・
再

生
実
行
５
か
年
計
画
」
が
進
行
中

で
あ
り
、
県
独
自
の
「
水
源
環
境

保
全
税
」
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
１
・

４
７
ha
と
幅
広
く
、
斜
面
で
あ
る

こ
と
か
ら
調
査
ス
ポ
ッ
ト
を

５
ヶ
所
設
定
し
林
分
調
査
し
た

結
果
、「
保
安
林
20
％
間
伐
」
の

歯
止
め
を
前
提
に
約
３
０
０
本

の
間
伐
と
判
断
し
ま
し
た
。「
土

砂
流
出
防
備
保
安
林
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
間
伐
後
玉
切
り
し
た
丸

太
は
等
高
線
上
に
沿
っ
て
移
動

整
理
し
土
留
め
と
す
る
た
め
そ

れ
な
り
の
労
力
は
掛
か
り
ま
す

が
、
改
め
て
そ
の
規
模
に
身
が
引

き
し
ま
る
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
秋
に
は
再
び
今
回
測
量

し
た
個
所
の
隣
接
地
も
測
量
を
、

と
の
県
窓
口
か
ら
の
申
し
入
れ

が
あ
り
、
こ
れ
で
今
ま
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
含
め
５
ヶ
所
と

な
り
、
い
よ
い
よ
「
ミ
ニ
５
か
年

計
画
」
が
で
き
る
の
で
は
、
と
思

う
に
至
り
ま
し
た
。
５
か
年
の

ロ
ー
リ
ン
グ
な
ら
ば
、
５
年
後
の

成
長
曲
線
は
？
　
地
位
指
数

は
？
　
SR
＝
18
と
す
る
に
は
？

な
ど
、
は
た
ま
た
「
保
安
林
20
％

間
伐
」
と
の
整
合
性
を
取
り
な
が

ら
森
林
施
業
の
一
端
に
触
れ
る

こ
と
に
、
限
り
な
く
夢
は
膨
ら
ん

で
い
き
ま
す
。
　

　「
林
が
混
み
合
っ
て
せ
っ
か
く

恵
ま
れ
た
風
土
を
満
喫
し
き
ら

な
い
で
い
る
木
々
た
ち
の
声
に
、

た
だ
た
だ
相
済
ま
な
い
気
持
ち

が
こ
み
上
げ
て
く
る
」
島
﨑
先
生

の
心
優
し
い
お
気
持
ち
と
深
い

情
熱
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
の
、

「
湯
河
原
梅
林
」
か
ら
林
道
を

遡
っ
た
山
々
を
想
う
日
々
で
す
。




